
大学等における
持続可能な地域づくりの担い手育成検討会

第３回：国際連携PBLの推進

東洋大学におけるPBLの実践
国際学部・国際学研究科を中心として

東洋大学国際学研究科 教授 北脇秀敏

(研究室HP)

- URL: https://kitawakitoyo.wixsite.com/Kitawaki-lab

- 学生ニュースレター: https://kitawakitoyo.wixsite.com/kitawaki-lab/publications

(連絡先)

- e-mail : kitawaki@toyo.jp 
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本日の内容
１．国際学部におけるPBL実践の概要

１．１ グローバルイノベーション学科

１．２ 国際地域学科国際地域専攻

１．３ 国際学部のPBLと連携した海外研修

１．４ 北脇研究室の学部生PBL

２．大学院国際学研究科でのPBLを通じた研究と人材育成

２．１ JICA海外協力隊との連携（研究科ベース）

２．２ JICA技術協力プロジェクトとの連携

２．３  外国人留学生の受け入れ（専攻ベース）

２．４ 国際教育の襷
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１．国際学部におけるPBL実践の概要
１．１ グローバルイノベーション学科

スーパーグローバル大学創成支援事業に合わせ設立

英語トラックのみ・全員長期留学が義務
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１．２ 国際地域学科国際地域専攻

日本語トラック（大半）と英語トラック

1997年の設置（当初国際地域学部）以来現場主義（国内・国外）

今回の中心

https://sites.google.com/toyo.jp/academiccatalog/guide/inter#h.dyobx5brkenm
https://sites.google.com/toyo.jp/academiccatalog/guide/inter#h.dyobx5brkenm
https://www.toyo.ac.jp/academics/grs/dgis/
https://www.toyo.ac.jp/academics/international-exchange/tgd/sgu/
https://sites.google.com/toyo.jp/academiccatalog/guide/inter/long_1
https://www.toyo.ac.jp/academics/grs/rdsc/


4

PBL科目
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出典：鈴木鉄忠教授



１．３ 国際学部のPBLと連携した海外研修

（１）現地研修等

国際地域学研修：国内外の現地プロジェクトへの参加など

SFS(Student-led Field Study)：学生が自ら国内外の調査を計画・実施

海外特別長期インターンシップ：ワシントンセンター等

（２）PBL型語学研修

ShiP(Short Intensive Program)：中期留学

海外協定校（フィリピン、マレーシア等）の教員、学生と現地調査

従来の語学留学に付加価値を付けPBLや経験学習の要素を盛り込む
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（３）北脇が担当したShiP（2021年全員海外研修が必須だったがコロナ禍）

①学生は全ての過程を英語ベースで作業

②オンデマンドコンテンツ（フィリピンの環境問題）を視聴

③PCM手法により現地の状況を把握し、問題分析からプロジェクトの提案まで作業

④語学・補足はフィリピン人講師とリアルタイムオンラインで作業

⑤フィリピンの提携大学の学生とはオンラインで交流

⑥学生グループワークによる発表会開催

バーチャルでも「国際連携PBL」の可能性を示唆

7Slum (Informal Settlement)            Environment (Slid Waste Management)

https://sites.google.com/toyo.jp/grs/rds-regional-development-course/RDS_key_initiatives/key_initiatives_ship/ay2021
https://sites.google.com/toyo.jp/grs/rds-regional-development-course/RDS_key_initiatives/key_initiatives_ship/ay2021


（４）国際連携PBLの課題と対策

・学生全員に海外研修を卒業要件とすることの難しさ

2017カリ：４単位必修→2021カリ：２単位必修→2025カリ：必修外

・経済面（費用負担）のバリヤー

→東洋大学海外留学促進奨学金「アクティブ型」を利用

・学生の健康・心理面でのバリヤー

→コロナ禍の経験からバーチャルでの「国際連携PBL」も

・派遣期間確保の難しさ→クォーター制の導入

・学生の語学能力の格差→底上げと能力向上へのインセンティブ

・教員の負担（専門分野やフィールドに依存）
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https://sites.google.com/toyo.jp/ipo/info-studyabroad/scholarshjp/toyo_scholarship#h.8kkxwltcyroy
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１．４ 北脇研究室の学部生PBL

（１）途上国のフィールドへのリサーチツアー（学生引率現地調査）

・本研究室では「スタディツアー」でなく「リサーチツアー」と称する

・教員が参加する科研プロジェクト、技術協力、NGOとの連携など

・さまざまなプロジェクトに同行

・現地滞在の協力隊員（卒業生）とも意見交換

・ツアーは合計２９回実施

訪問国は中継国（重複計上）を含みバングラデシュ２０回、

タイ１０回、ベトナム５回、ミャンマー・中国各3回、

マレーシア、シンガポール各２回、東チモール、カンボジア各１回
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（２）リサーチツアーから研究へ（テーマは学生ニュースレターで）

志願制の参加のためモティベーションが高い

（全員強制参加の場合は現地の状況を深刻に捉えない人も散見）

リサーチツアー

↓

卒業論文テーマ

↓

大学院での研究・修士論文／博士論文執筆

↓

国際協力人材へ発展（研究者、JICA・NGO職員、開発コンサルタント等多数）

卒論で当該国を対象にする人はリサーチツアー参加学部生が多い

修士論文はJOCV参加者やJICA開発大学院連携等による留学生が多い

（次ページ参照）

10

https://kitawakitoyo.wixsite.com/kitawaki-lab/blank-1


北脇研究室ゼミ生の海外PBL等に基づいて作成した学位論文

• 卒論、修論、博論、2026年9月予定まで累計（卒論の多い順にソート）

国名は研究対象国で はリサーチツアー実施国、 はJOCV学生派
遣国、 はJICA大学院連携等の留学生受け入れ国（２色は両方該当）
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バングラデシュ：卒論１７ 修論６ 博論３

ミャンマー ：卒論１５ 修論２

ベトナム ：卒論１１ 修論１ 博論１

中国 ：卒論 ９ 修論１０ 博論２

フィリピン ：卒論 ６

途上国全般  ：卒論 ５ 修論１ 博論３

スリランカ      ：卒論 ５

タイ ：卒論 ３

カンボジア ：卒論  ３ 修論８ 博論１

韓国            ：卒論  ３

メキシコ            ：卒論２

マラウイ ：卒論１ 修論４

モザンビーク ：卒論１ 修論２

台湾                 ：卒論１ 修論１

インドネシア       ：卒論１

マレーシア ：卒論１

コートジボアール：卒論１

モンゴル           ：卒論１

ラオス               ：卒論１

→リサーチツアーは学部生のフィールド研究に貢献
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タンザニア：修論４

ルワンダ： 修論３

ボツワナ： 修論２

パナマ：  修論２ 博論１

モロッコ：  修論１ 博論１

ケニア：  修論１ 博論１

パプアニューギニア：修論１ 博論１

北脇研究室ゼミ生が海外PBL等に基づいて作成した学位論文数

修論１のみの国：

ニカラグア、エクアドル、ボリビア、ドミ
ニカ共和国、南アフリカ、フィジー、イ
ラク、南スーダン、スーダン、ナイジェ
リア

→協力隊員とJICA大学院連携による

 留学生は学生のダイバーシティと
 国際協力促進に貢献

• 修論、博論のみで対象とされた国、2026年9月修了予定まで累計

国名は研究対象国で はJOCV学生派遣国、

はJICA大学院連携等の留学生受入れ国
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完成!！

（３）NGOとの連携（スリランカで卒論を書いた５名はNGOのスタディツアー組）

OWOP：スリランカにおける井戸掘削プロジェクト
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→

T.Uさん卒論 「スリランカ村落部における井戸発
掘プロジェクトの効果に関する研究」より



２．大学院国際学研究科でのPBLを通じ
た研究と人材育成

２．１ JICA海外協力隊との連携
• 北脇はJOCV技術補完研修や技術専門委員（廃棄物処理職）を1993年以来務める

• 廃棄物処理職、環境教育職、保健等の分野の隊員を約千名送り出した

• 東洋大学（OBを含む）からは２００人以上がJOCVとして渡航

→隊員が帰国後大学院に入学する際のタイムロスを防ぐため

派遣中に在学するシステムを設立

• 国際地域学専攻でJICAボランティア入試制度

JICA海外協力隊 連携派遣とは異なる

（JOCV合格者に対しては面接のみで合否判定）

• 長期履修制度との組み合わせで２年間現地でオンライン指導と

帰国後１年の計３年の在学で授業料は２年分のみ

• 北脇ゼミ生は１０名以上がこの制度で派遣済
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研究室ドアのJOCV募集ポスター
（学生が募集のモデル）

https://www.toyo.ac.jp/academics/ggrs/mrds/
https://www.toyo.ac.jp/academics/ggrs/mrds/
https://www.jica.go.jp/volunteer/relevant/company/cooperation/
https://www.jica.go.jp/volunteer/relevant/company/cooperation/
https://www.jica.go.jp/volunteer/relevant/company/cooperation/
https://www.toyo.ac.jp/academics/gadmissions/long/
https://www.toyo.ac.jp/academics/gadmissions/long/


東洋大学からのJICAボランティア派遣実績
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男女構成比及び隊員区分

男女構成比 隊員区分別構成比

男

54%

女

46%

一般隊員

78%

一般短期

7%

CC・MC

1%

シニア海外

10%

シニア海短

3%

日系シ

ニア

1%

日系青年

0%



授業風景（日本側の帰国学生と共に授業）

テレビ画面はボツワナ隊員
（廃棄物処理職）のM.Y.さん

手前右は元パナマ隊員
（環境教育職）のH.S.さん



18

派遣中大学院生
（北脇研究室）

博士前期課程在籍
JOCV廃棄物処理職
駐マーシャル諸島

社会人を経てJOCV
JICAボランティア
入試制度で入学

指導はテレビ会議

出典：
国際開発ジャーナル社
国際協力キャリアガイ
ド２０２６



● 右：Solid waste management teamでのミーティング
● 下：分別用のごみ箱の作成終了時

● JICA技術協力（J-PRISM）等と連携
● 国際機関と調整しながら配属先の廃棄物処理計画改訂
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（１）BOPビジネス連携促進（オリジナル設計、岩崎電気、東洋大学）

北脇、大学院生、ゼミ卒業生（現地協力隊員）等が調査・分析、業務調整を担当

リサーチツアー実施、病院や学校等に紫外線殺菌ランプ設置・実験

目的：紫外線殺菌ランプによる省エネ型飲料水の消毒装置普及

学術成果：

①卒業論文「バングラデシュにおける安全な水供給に関する

研究 －紫外線照射灯による除菌処理の評価－

②卒業論文「バングラデシュ農村部における安

全な水供給のBOPビジネスに関する研究

③卒業論文「バングラデシュにおける子供たちの

衛生意識に関する研究

２．２ JICA技術協力プロジェクトとの連携



（２）BOPビジネス連携促進（サラヤ、東洋大学、オリジナル設計）
北脇、大学院生、ゼミ卒業生等が調査・分析、業務調整を担当
リサーチツアー実施
目的：殺菌剤入り手洗い石鹸の現地における普及
学術成果：

①博士論文「開発途上国における経済状況と手洗いに用いる洗浄剤の選択に関する
研究 －カンボジア貧困層を事例として―」
②卒業論文”A study on Hygiene Behavior in Rural Area in Cambodia”

③カンボジア村落部における日本企業の水処理・浄化商品の普及
 の可能性に関する研究

④ほか研究論文数本
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収集改善 職員啓発（安全作業)

④住民説明会 ⑥清掃事務所建設

職員啓発（安全作業)

⑤収集改善（コンテナ撤去）

（３）クリーン・ダッカ・プロジェクト

①協力隊員の派遣（研究室OBのN.K.さん：写真左下）

 ②現地派遣大学院生隊員H.T.氏（博士前期課程）の指導

     修論「北ダッカ市における都市固形廃棄物収集人の収入向上の可能性に関する研究

③カウンターパートS.M.氏（大学

院博士後期課程）の指導

博論”Study on the Technical Feasibility of

Waste-to-Energy Incineration for Municipal 

Solid Waste Management in Developing 

Countries-Case in Dhaka City

④チョットグラム市への展開支援
修論”A Study on the Economic Viability of Material

Recovery Facilities for Municipal Solid  Waste in 

Developing Countries: A Case in Chattogram City, 

Bangladesh”（C.M.S.I.氏.JCCIプログラム） 出典：A.I.氏（元プロマネ、現博士後期課程院生



２．３ 外国人留学生の受け入れ
JICA長期研修員、ABEイニシアティブ、Pacific Leads、JDS、
JICA 開発大学院連携の水道コース、廃棄物コース等のスキーム
で途上国公務員を受け入れ
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2025年７月26日

2026年７月25日
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Intake of JICA-sponsored students
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Course Work (Textbook on solid waste management in Japan)

JICAの方針で日本の経験を途上国に伝える現場が大学

テキスト「日本の廃棄物処理の経験」
（JICAのページからダウンロード可）

北脇がアドバイザーとして参画

研究室の社会人大学院生（A.I.氏）、
JOCV学生だった（M.Y.氏）等も執筆に参画

（経験知の往還）
大学での学び

↓
技術協力プロジェクトに参画

↓
経験をとりまとめ

↓
その経験を途上国に還元



Field Visits from  Qualitative Research Skills Class
Field Visit @ Iwate pref.(2018) Field visit @ Yamanasi pref.(2021)
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２．４ 国際協力の襷

（元ゼミ生のN.K.さんの例）

• 中学校教員（隊員OVが多い）により触発→国際
地域学科入学→独立直後の東チモールリサー
チツアーでラモス・ホルタ氏と面会、NGO活動を
経てバングラデシュで卒論→一般就職→協力隊
員としてダッカ市（環境教育）→開発コンサルタン
トでBOPビジネス２件、環境省アジア水環境（ソロ
モン諸島）等多くの技術協力プロジェクトに参画
→主婦として子供の幼稚園やコミュニティで国際
協力の啓発→次の世代に襷をつなげらるか？

国際協力人材の育成は大学に入る前から準備が
必要。研究室では高校生向けの受験広報誌、大学
生向けの国際協力キャリアガイド等で広報を行って
いる。
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Good Luck!
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